
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    

                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

図書だより６月号 
姫路東高等学校 

図書館 
令和３．６．１ 

 

６月の休館日 

 

開館：昼休み・放課後（1７時 まで） 
 

 

 
 

クラス対抗貸出数ランキング 
 

1位  1年 5組（ 19冊） 

２位  職 員 組（ 13冊） 

３位  3年 5組（  8冊） 

４位  1年 1組（  6冊） 

４位  1年 7組（  6冊） 

 

（４月８日～５月２8日）     

 

       

 第一回姫路城学 「鋳物師の町 野里」 
                  5月 25日（火） 芥田邸向家 

私たちは、第一回姫路城学として、野里の町並みをフィールドワーク

し、町家にて芥田さんと瀬澤さんに話をしていただきました。野里は、

姫路城の東北に位置し、古くから交通の要所として発展し、現在では、

姫路の城下町の景観を残す場所として、世界遺産姫路城に関連する「バ

ッファゾーン」に指定されています。今回、お話を聞いた芥田さんの先

祖である芥田五郎衛門さんは、鋳物師として方広寺の鐘を鋳造するなど、

播磨を代表する鋳物師として名を馳せたそうです。野里の町中では、「あ

てまげ」や「ノコギリ横丁」など、城の防御施設の面影を感じることが

でき、先人たちの智恵を体感することができました。また、瀬澤さんの

お話からは、野里に現在も残る地名についてお話をしていただきました。 

その中で印象に残ったのは、五郎衛門邸という町名で、人の名前が地名と 

して残っているのに驚きました。また、芥田家に代々伝わる大正時代に実 

際に使われていた道具を実際に触らせていただくことで、歴史の重みを感 

じることができたと思います。芥田さんのお話の中で一番印象深かったの 

は、歴史の教科書によく載っている太閤検地の基準となった枡は、芥田さ 

んの家から発見されたもので、その枡が国の重要文化財に指定されている 

ということです。            （作成者：Mさん、Yさん） 

～参加者の感想～ 

・ノコギリ横丁やあてまげなど城下町ならではの町の工夫について知ること 

ができてよかったです。また、芥田さんや瀬澤さんの野里の町名の由来や 

芥田家の貴重な歴史や資料に関するお話はとても興味深かったです。 

（Yさん） 

・町づくりに関わる瀬澤さんのお話と、芥田さんのお家に伝わる歴史的にも 

価値のある貴重な品々に触れられて大きな経験になりました。（Nさん） 

   

次回は、７月２１日(水)に 
県立歴史博物館へ行きます。 

Best 5! 
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